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1.本警は、新海県長岡市寺泊白岩地内に所在する天王潰勝の発掘誠査報告書である。

2.今回の調査は、県営経営体育成基盤整備事業〈潟4期地区)に伴うものであり、平成同年度に長岡市

教育委員会が試掘確認識査を行い、平成23年度に、長岡市が新潟県長問地域振興局から委託を受けて本

発掘調豪華を実施した.

3.試掘確認調査に聖書した費用は文化財保護部局である長閑市教育委員会が負担し、国産および県費の補

助交付金を受けた。また、本発掘調査に要した費用は、原因者である新潟県長岡地域振興局がその告書事j

者負担し、残りの 1脅jは民間市が負担し国庫および県費の補助交付金を受けた@

4.遺物の注記t立、遺跡名「天王Jの後、出上位置、取り上げ番号等を記した。

5.言韓宝筆・護軍車体制は以下のとおりである。

{試掘重量認制査}平成19年度

認査主体長岡市教育委員会(教育長加藤孝博)

事務局長岡市教育委員会科学博物館(館長山屋茂人}

宮署査担当長岡市教育委員会科学博物館学芸員加藤由美子

(本発掘調査)平成23年度

宮署重量主体長岡市教育委員会(教育長加藤孝博)

事務局長岡市教育委員会科学博物館{館長山屋茂人)

量調査担当長岡市教育委員会科学博物館主任加藤由美子

調査補助長松井智(株式会社吉田建設)

現場代理人徳詩書彦(株式会社背田建設)

〈整理作業)平成23.24年度

隷査主体長岡市教育委員会(教育長加藤孝博)

事務局長岡市教育委員会科学博物館(館長 1[1黒茂人}

整理担当長関市教育委員会科学博物館主任加藤由美子

ふ本警の執筆・編集は、間中 靖(長岡市教育委員会科学博物館)の指導の元、加藤由美子と松井智

が行った.

7.発掘調査で出土した遺物及び、測量図面・写真等の記録類は、長岡市教育委員会で保管している。

8.発掘調設から報告替の刊行にき在るまで、下記の点々より多大なるご教示・ご協力安賜ったα ととに記

して単く郷干し申し上げるo 0寝不問園敬称略)

腕形敏朗 関雅之 松島悦子 渡部集落 当新田集落 野積集落

士之島郡北部土地改良区 新潟県長岡地域振興局 新潟県教育庁文化行政課



第 I望者調査に至る経緯・

第百章者遺跡をとりまく察境・・

1 遺跡の概要

2 周辺の遺跡

国次

第直章 調査の方法と経過ー・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . <1 

1 試揖磯認調査

2 本発掘調査と整理作業

第IV章 調査の成果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

1 調査区の設定と基本属序

2 遺構

3 遺物

第V重量 まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e ・・・.. 8 

挿関審議日次

第1図遺跡の位置 2 第1表周辺の遺跡 3 

第2図 天王遺跡採集円蘭硯実君事関 2 第2表遺構観察表 事

第3園周辺の遺跡 3 第3表土器・陶磁器観察表 世

第4図 トレンチ配置 4 第4表鍛冶関連遺物・土鐙観察表 10 

第5図基本属序 5 第5表銭貨・砥石観察表 10 

第自表柱・杭観察表 10 

関紙目次

図版1 調王草区ぎを体図 図版11 渡物実測図 (5)

図版2 遺構分割図(1) 図版12 遺跡会最・基本属序・遺構写真(1)

図版3 遺構分割図 (2) 図版13 遺構主事真 (2)

図版4 遺構分割図 (3) 図版14 遺構写真 (3)

図版5 瀦構詳継図(l) 図版15 完掘・作業風景写真

図版時 遺構詳継図 (2) 図版i患遺物写真(1)

図版7 遺物実測図(1) 図版17 漬物等真 (2)

図版畠 遺物実測図 (2) 図版1思議物写真 (3)

図版9 織物実測図 (3) 図版印渡物写真 (4)

図版10 遺物実測図 (4)



第 I輩輯査に至る鰹緯

平成14年告丹、新潟県長岡地域援興局(以下、「振興局J)と、寺泊町教育委員会(以下、「町教委J)は、

長岡市寺泊地域において計爾された経営体育成基線整備事業{潟地区}に伴う埋蔵文化財の耳立ち扱いにつ

いて協議を行ったe 本事業は全事業荷積505haを5期に分割して進める計調で、事業対象地には複数の罵

知の遺跡が存在し、さらに未周知の遺跡が存在する可能性が考えられた。そのため、工事に先立って町教

委が試掘確認調査を行い、その調査結果をもとに再度両者で場蔵文化財の取り扱いについて協議を行うこ

とで合意したa 平成18年1月1目、寺泊町は長岡市と合併し、経営体管成基盤整備事業(潟地区}に伴う

発掘調査事業も新市へと引き継がれた岳

平成19年4月、潟4期地区{そ宇治杏・寺泊京ヶ入.:;:宇治大地・寺泊本山・守泊弁才天・寺泊箕輪・ミ宇治野積・

燕市真木山・燕市渡部・燕市幕島)が事業採択されたことに伴い、長関市教育委員会(以下、「市教委J)

は、同10月1日から11月昔日にかけて河地内での試掘確認調査を実施した。その結果、新たに中使面遺跡

(後に稲場遺跡と統合〉、幕烏遺跡(燕市ぬ47)、そして本報告遺跡である天王遺跡(燕市恥119)の存在が

明ちかとな号、また、周知の遺跡である稲葉遺跡{長岡市liJ.1249)、範囲拡大を確認した。事事島遺跡と天

王遺跡は燕市との市境に佼援し、とれまで燕市0)周知の遺跡として周知されていたが、このたびの議室葺で

長|幡市域にまで遺跡が放ぶ乙とが確認されたものである@平成22年品月、市教委と振興対は乙の結果をヨ去

に再び協議を持ち、工事に際し i分な保護腐が確保できる幕島遺跡は工事立会とし、工法上掘削が避けら

れない稲場遺跡と天主遺跡については本発掘調査とする方針を見出した。ただし、天主遺跡についても商

工事部分は盛号ょによる遺跡の保穫を行い、木発掘調査はヱ事による掘削が不可避な排水路・用水路部分

1::理量定するものとした。緩興局は平成22年7fll日付け渓援農第3232号で、天ミE滋車車内におけること木工事

の通知を県教委へ提出したe とれを受け、県教委から平成22年7月14日付け教文第462号で夫こ五遺跡の本

発掘調査の指示が出された。市教委と振興局は、本発掘調査を工事着手の薗前に行うこととで合意した。

平成23年4月21日、振興局と長岡市は天王遺跡発期調査の基本方針を定めた「天王遺跡に関する協定書J

告締結した。協定書では、本発掘調査は市教委が調査主体となり平成23年度に実施するとと‘整理作業及

び戴査報含蓄は調査終了の翌年度中に刊行すること、事業にかかる費用は振興局が事業費全体の宮言語長岡

市がlj!Jrjを負担することが確認されたe 振興局は、同4月22U付け長振農第3070号で長岡市1::協定書に基

づく本発掘調査を依頼し、問5月2日、荷者間で天王遺跡発掘務査の費用負担契約が締結された。

第宜章遺跡をとりまく環境

1 遺跡の概要

天王遺跡は、新潟県長岡市守泊白岩宇井崎地内及び燕市渡部に所在する{第u毒λ ととは長岡市と燕

市の市壌に当たり、遺跡のすぐ北側には燕市渡部の集落が広がる。海岸線に平行して延びる東頚城丘陵{西

側丘陵〉は羊歯の禁状に無数の小丘陵が発達しており、遺跡はその小丘綾の東側斜闘の襟部に立地する魯

現況は水留で、遺跡の規模は100m四方と推定され、現地の標高は14.3-14.8mである。

遺跡は、周辺で内面硯{第2図〉や須恵器等の古代の遺物が採集されたことにより周知化吉れ、今回が

初めての発掘調査となる。県内でも出よf;ijが少ない円爾硯の採集は注目され、この遺跡の性格を考える上
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で重要な要素となっている。

遺跡が所在する燕市渡部付近は、古代において越後国

古志郡に属し、『延喜式』にある北陸道の「渡戸駅」の

比定地とされる。また、鎌倉時代初期の和歌注釈書『袖

中抄』に、弘仁2年 (821)、国分寺の尼法光が「渡戸浜」

に布施屋を建て、田四十余町と船二隻を寄付したとの記

載があり、これも現在の渡部周辺であった可能性が高い。

天王遺跡は、これまで南側の丘陵を越えたところに位置

する宝崎遺跡と共に、これら駅家・布施屋の候補地のひ

とつと考えられてきた。また一方で、採集された円面硯

に使用痕がないことから、付近の丘陵斜面を利用した須

恵器窯の存在も指摘されてきた。〔駒形1987・1988J

2 周辺の遺跡(第3図・第 1表)

天王遺跡が立地する小丘陵の南側、現在の長岡市寺泊

本山地区一帯には、大正期まで円上寺潟という大きな潟

湖が存在した。今回の基盤整備事業名にある 「潟地区」

とは、この円上寺潟に由来する名称である。円上寺潟の

他にも、国上山・弥彦山東麓一帯には大小の潟湖が存在

していたことが知られ〔八重樫2004J、現在に比べて遥

かに湿潤な土地であった。

この地に初めて人が生活の根を下ろすのは、後期旧石

器時代である。有馬崎遺跡(1)は国上山東麓に位置す

第 1図遺跡の位置 (1/250，000)

第2図 天王遺跡採集円面硯実測図 (1/4)

る後期旧石器時代から中世に至る複合遺跡で、平成4年に旧分水町が発掘調査を行い、旧石器時代のナイ

フ形石器や縄文時代草創期の石器が出土した。続く縄文時代以降の遺跡は、円上寺潟の汀線上や丘陵の裾

部に立地する。縄文時代中期から晩期の宝崎遺跡 (9)、後・晩期の幕島遺跡(11)では、大量の土器・石

器が出土し、円上寺潟が人々にとって重要な食料獲得の場であったことを想起させた。

弥生時代に入ると遺跡数は減少し、遺跡の全貌が不明な竹ヶ花遺跡 (4)や、橋梁工事で地表下約8m

から弥生土器が出土した本山舞台島遺跡 (24)、緑色凝灰岩やヒスイを用いた玉作が行われた諏訪田遺跡

(31)が知られる。古墳時代の遺跡には、大河津分水路工事中に子持ち勾玉と須恵器の提瓶が出土した夕

暮れの岡遺跡 (3)がある。未だ周辺で古墳時代後期の集落跡は確認されていないが、暗にその存在を示唆

する資料である。

奈良・平安時代には、縄文時代に繁栄した宝崎遺跡 (9)で再び人々が生活を始める。白鳳期の寺院と

して知られる横滝山廃寺跡 (32) と同じ耳が遺跡内に持ち込まれ、円上寺潟を介した内水面交通を利用し

て、両遺跡が何らかの関係を持っていたことが予想される。また、地図にはないが、東頚城丘陵の西側丘

陵と東側丘陵の聞を北流する島崎川の上・中流地域では、「沼垂城J["郡司符」木簡が出土した八幡林官街

遺跡や、下ノ西遺跡、門新遺跡など、古志郡衡や北陸道の駅家に関連する遺跡が登場する。
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第3園周辺の遺跡 (1/50，000)

Nェ 遺跡名 時代 No. 遺跡名 時代 Nエ 遺跡名 時代

1 有馬崎 旧石器・縄文・古代・中世 17 坂井町塚 不明 33 京国 古代

2 国上寺遺跡群 古代・中世 18 赤坂山城 中世(南北朝) 34 野起 縄文・弥生・古墳

3 夕暮れの岡 古墳 19 稲場 古代 35 太屋敷 古代

4 竹ヶ花 弥生・古漬・古代・中世 20 幾面 中世 36 北曽根 古代

5 居下 古代 21 向屋敷 縄文・古代・中世 37 五千石 縄文・弥生・古墳・古代

6 渡部城 中世(戦国) 22 小丸山 縄文 38 熊ノ:森 縄文

7 カノ尾北 古代 23 弁才天黛 古代 39 川西 縄文

8 カノ尾南 古代 24 本山舞台島 弥生 40 夏戸窯 古代

9 宝崎 縄文・古墳・古代・中世 25 金八 縄文・古墳・古代・中世 41 吉竹北 古代・中世

10 穴ノ入 古代 26 居村前 縄文 42 田頭城 中世(室町)

11 幕島 縄文 27 法崎 縄文 43 夏戸城 中世(戦国)

12 新保入 縄文・古代・中世 28 七十歩 縄文 44 木島砦 中世(室町)

13 当新田山下 古代 29 竹森城 中世(室町) 45 山王 縄文

14 道上 古代か 30 草薙 縄文・弥生・古墳・古代 46 土手上 古墳・古代

15 丸田 古代 31 諏訪回 弥生・古墳・古代・中世 47 下桐松葉 縄文

16 京ヶ入 縄文・古代 32 機滝山 縄文・弥生・古墳・古代 48 潟端 縄文

第 1表周辺の遺跡
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第E章調査の方法と経過

1 試掘確認調査

天王遺跡が含まれる潟4期地区の試掘確認調査は、市教委が主体となり平成19年10月1日から11月9日

に実施した。総トレンチ数は143か所、調査総面積は858ばである。本遺跡以外の調査結果については、「平

成19年度長岡市内遺跡調査概要報告書」を参照いただくとし、ここでは割愛する。そのうち、天王遺跡の

確認調査トレンチは計3か所あり、調査総面積は18ばである。調査の結果、表土下20c皿において古代の

遺物包含層を 1層確認し、土師器・須恵器が出土した。また、直径30cmのピット 1基を検出した。遺物・

遺構とも量としては少ないが、過去に円面硯が採集されている地点と工事予定範囲が近接していること、

周辺の地形から他にも遺構が存在する可能性が高いことから、本発掘調査が必要と判断された。

2 本発掘調査と整理作業

本発掘調査は面工事の進捗状況に合わせて、平成23年度に実施した。 5月24日から調査区の基本測量を

行い、 6月2日から重機による表土除去を行った。 6月7日から作業員を動員し、人力による本格的な発

掘調査を開始した。トレンチ壁の整形、サブトレンチの掘削を終え、 12日からは遺物包含層の発掘、遺構

面の検出を行った。 2トレンチの西端で土師器・須恵器片を大量に伴う SXOlを検出し、更なる遺構の発

見に期待が持てる幸先の良いスタートを切った。調査区の東半では、当初の想定以上に遺構面の削平が著

しく、検出された遺構は深さのあるピットや杭が中心となった。遺物は古代の土師器・須恵器を中心に、

中世の珠洲焼が定量見られた。また、遺構もこの時期に伴うものと予想された。 6月19日に地元住民に向

けた遺跡見学会を行い、初夏の晴天の下、 35人の来場者を得た。 27日に調査区全体の完掘写真撮影を行い、

測量と遺構の断ち割りを行い、 7月11日に作業道具を現場から撤去し現場調査を終えた。

整理作業は、平成23年度に遺物の水洗い・注記・実測・観察表の作成、平成24年度に写真撮影・原稿執

筆・報告書編集を行った。

第4図 トレンチ配置 (1/2，000)
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第IV章調査の成果

調査区の設定と基本層序

パイプライン予定部分(1トレンチ)と排水路予定部分 (2トレンチ)にトレンチを設定した(図版1)。

事前の測量調査では、基準杭1 (日本測地系座標値X=183385.147、Y=26129.931)、基準杭2 (日本測地

系座標値X=183388.805、Y=26108.829)を設定し、ここから任意の10mメッシュのグリッドを設定した。

グリッドは北西隅を基点とし、西から東へ向かつて lから 8の数字を、北から南に向かつてAからCの英

字を割り当てて大グリッドとした。さらに、各大グリッドを西から東へ2mごとに区切り、 1から 5の数

字を割り当てて小グリッドとした。これら 2つを組み合わせて、 2B-3、5A-4のように表記し、遺物の

出土位置や遺構の位置の記録に用いた。

調査地の周辺は丘陵裾の田んぼで、標高は14.5~14. 7mである。調査区の南側は丘陵の裾部に援し、北

側は現田面に接している。調査地周辺は、元々は南側の丘陵部から北側の田面へと緩やかに落ちる斜面で

あったが、耕作整理時に南側の斜面を一部削り出して平坦面を造成し、その上に現在の田面が構築されて

いる。南側の丘陵裾部は羊歯の葉状に入り組む地形を呈し、山際から染み出る湧き水が小さな流れとなり、

北側の低地部(現田面)へと集まる。一帯の地山は耐水性のある岩盤層で極めて水はけが悪く、場所によっ

ては膝まで潜るほどの深田となっている。基本層序は、以下の I~N層に分けられる。

I層:10YR5/2 灰黄渇粘質士(表土・現代の耕作士)

E層:2. 5Y5/2 暗灰黄粘質土(近世・近代の耕作土、古代から近代の遺物包含層)

E層:2. 5Y4/2 暗灰黄粘質土(古代・中世の遺物包含層、炭化物を多く含む)

W層 :2. 5Y7/2 灰黄粘質土(地山)

2層ある遺物包含層のうち、 E層に含まれる遺物は細片が多く、出土量もわずかである。これは、過去

の水田耕作により、 E層の遺物が破砕されてE層に漉き込まれた結果と考えられ、今回は調査対象から除

外した。本遺跡の主となる包含層はE層である。須恵器・土師器・珠酬焼等、古代から中世にかけての遺

物が含まれ、遺構が密集する 1~4 グリッド付近に特に厚く堆積する。

調査区の中央部から東半にかけては耕地整理に伴う削平のため、遺物・遺構が少ない状況が見られた。

このような場所では、かつては丘陵裾部が現田面に向かつて大きく迫り出していたと考えられ、昭和の耕

地整理の際に、田面高を合わせるために削平が行われた可能性が高い。また、 2トレンチは現用の排水用

(幅約1m)に重ねて調査区を設定したため、特に東半分は包含層・遺構の残りが悪かった。発掘調査はト

E層を重機で除去した後、 E層で人力による包含層発掘を行い、 N層上面で遺構検出を行った。
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2 遺構(図版2-6)

濃構確認画はIV層上面で、潜 (SD)3条、ピット (SP)28慕、不明遺構 (SX) 3慕を検出した。時期が

わかる遺構は、古代のものが多い。 1トレンチでは、北側の現出面へi長jかつて地山が緩やかに落ちていく

状況が確認で昔、 IBi可道知的、自然の落ち込みは03を検出した。地山富では常時水が染み出しており遺

構は少ない。 2トレンチではピットー講のほか、 トレンチ西端で!日河道とj思われる SX01を検出した。

SO母1(図版6) 1‘2トレンチを帯北に横断する溝であるe 現状はごく浅い窪みであるが、底麗から少

し浮いた状態で、縄文土器 (2)や土師器 (3-5)が出土したe 縄文土器は涜れ込みと考えられ、潰構の

時期は土師畿の時期から 9世紀後半から10世紀初頭と考えられる。

S002 (図版3) 当初は毒事として調査を進めたが、後に沼地形の谷部1:::集まったIBl可道の痕跡と認定した@

覆 1:に植物遺体と自然木を多く含み、今でも常時に水が湧き出る。遺構の底商は西半で急に深くな阜、調

査では比較的浅い商学の一部を確認するに留めたa 緩土の4層には地山ブロックが混じる。遺物は2扇か

ら珠桝焼の重量底部 (7)、4層から縄文土器 (6) と沼、われる土器片が出土した。との!日街道の埋没年代を

示す資料として注目吉れる。

S003 (図版6) 1トレンチの西端で検出した@深さはllc皿と浅いが、古代の遺物が一定量出土した。中

でも、羽口(11・12)が出土しており旅田される。講の両端はトレンチの外へと伸びている。

SP筋{悩版、5) 上部が大きくIIU'科されてお明、検出I師からの深さは10cmと浅い。柱根が出土したe 掘り

方の規模や柱根から建物を構成するピットと考えられ、近接する SP07が対になるか。

SP06 (図腹5) 2本並んだ打ち込み式の杭(10語・ llO)である。検出面はIV層であるが、杭の先端部の

劣化があまり進んでいないこと、調査前はSP恨の位置に現代のよ側溝が走っていたことから匂近・現代

の水田耕作1:::伴う杭の可能伎が高い匂

SP07 (図版5) 深在45cmを誼.uり、今劉検出した中では最もしっかりした掘り込みを持つ。サプトレンチ

掴期待に検出し、平商形は不定形を主主す。先端に了寧な加工を施した柱根(111)が出土した@遺物は伴

わないが、柱根の腐朽状態から、育代もしくは中世の時期に比定詰れる。

SP10剛 11剛 12剛 13剛 15細 16(図版5) 検出状況から、元は複数本の杭が20-おC国間隔に平酉L字形1:::配

されていたと考えられるo SP12 (1l2)、SP13(113)、SP16(114)の34えの打ち込み式の杭が現什ーする。

これらはSP06河様、近・現代の水路に伴うものと考えられる。

SP17 (図版5) 直径が94c雌と大きく、ピットよ哲むしろ土坑として挺えるべき遺繕である@著書さは18閣で、

断爾形は弧状者呈す。次に述べる SP18同様、性格が不明の遺構である。遺物は出土していない。

SP18 (箇絞め SPl7I:::近接する平E室長楕円形のピットである@緩土から木材(l15)が出土したが、腐

朽が著しく柱根か自然水かの判断ができないe 掘哲込みの断面が不定形で浅いため、柱穴の可能性は低いe

SPl苦闘21.2暗・27(図版5) 2トレンチ両端、SX01の丙{国iで検出した杭打ち込み式の杭群(116-119)である。

性格は定かでないが、何らかの水路に伴う杭と考えちれる。

SP2畠{図版6) SXOI上面で検出した。加工痕蓄を持たない二俣に分かれた自然木(120)が、打ち込み式の

柱として使われているe 後述するように SX01は中世以訴のIBI可道と考えられもそれが完全に楼没した後

にSP28が打ち込まれる。 SX01の覆士は炭化物や横物遺体を多く含む軟弱な地盤なため、打ち込まれた栓

根が自重により沈み込んでいる様子が確認できる。

SP29 (図版6) SX自1の底面で検出したが、調査時の鉱山は常に水が湧き、平面でのよj脅観察が難しかっ
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たため、本来の検出面はSXOIの覆 1:中または上面にあった可能性が高い。断面形l立逆台形を塁し、柱穴

としての特徴膏有する。近擁する SP31と共に、何らかの建物を構成すると考えられる。二七締器の無台坪(1)

が出土した。

SP31 (図版6) SXOI覆土中で検出した。柱根(121)を伴う。 SP犯と同様の理由か色、本来の掘り込み面

はSXOIの上爾であった可能性が高い。 SXOIの覆土が軟弱なため、柱根が自重で沈み込んでいる。

SP35 (図版6) 2トレンチ北壁に沿って設定したサブトレンチ内で検出した。先端を丹念に加工した柱

根(122)を伴う@何らかの建物を構成する柱穴となると考えられるが、建物の復元には至らなかった。

SXOl (図版2) 2トレンチの西側で検出し、その大半は南側報資i孟外へと伸びているa 調査時に常に水

が湧昔、底固まで調査で告なかったe 覆土に白色砂・地山・植物遺体を多く含むことから!日河道と考えら

れ、覆1:の堆積状祝からf可遊の縄問を何度か変えていると推測される。 I腐から事量測燐の壷 (51)が出f:

しているととから、 i吾~吉道が機能していた時期は中世以前であり、中世以降に埋設したと考えられる@本

遺構の範囲内に SP28・2官・31が検出されているが、前述のとおむ木造様が埋没した後の遺構と考えられる.

建物は土蹄務の域(14・28)・童話台杯(15-27)胞内薗黒色豊整合杯(却).黒色土器の椀 (30)・器台や皿・

繋，鏑 (31-3的、須恵器の機瓶 (40) ・大親 (41 ・ 43) ・盛 (42) ・郎 (44~通告)が出土した@

SX02 (図版6) 2トレンチの北西墜で検出し、半分は調査区外へと綜びている，全容は不明であるが、

半両は楕円形を量すと思われも直径は現状で2.32mを計る@形状面規模から弁戸の掘り方の可能性も考え

たが、確証は得られなかった。遺物は土師援の細片が底面より浮いた状態で出土した。

SX悦(図版4) IV層の下部マ検出した自然の落ち込みマある。当初は下層遺構を懇主主しで額査を行ったが、

西から東1::向かつて覆上が緩やかに落ち込み続け、東側jの遺構プランがはっ曹号しないため、自然雄穣と

判断したa 堆積の上部で、後世の撹乱1::伴う越前焼の褒体部(13) 1点が出土した。

3 濃物{図版7-11)

コンテナ5箱分が出土した。出土地点の内訳はSXOIが最も多く、全体の4観をおめる。一方で遺物を

全く伴わない遺構も半数以上ありも調査函績に対する出土遺物量は少ない。種別は縄文土器、古代の土師

器 z須藤器、珠洲焼、鍛冶関連遺物、土鐙、古銭、砥石の徳、柱根 z杭等の木製品があり、主体を成すの

は古代の土師ag・須態滋であるa 以下、遺構出十A 包含層出土の緩に記載し、柱根・杭lま最後にまとめるa

SP宣告(1) 土師器の架合琢(1)は摩滅が著しく、底部外商に糸切り痕がわずかに認められる.

事凶1(2-4) 外蕗が肥厚する縄文時代晩期の深鉢の口縁 (2)と、内商に黒色処理を施した土師器無台持

(4・5)等がある。 5は内外商共1:::密なミガキが賭され、時期は宮世紀後半と考えられる。

S002 (6・7) 縄文土器の体部 (6)は破片の上半に文様があった可能性があるが、摩滅のため判別できな

いe 珠洲焼の嚢底部 (7)は底怪が小さし逆ハの字に大きく開く器形が特徴である@外商にケズリ調整

を行なうなど比較的丁寧な作りで、 13世紀代のものと考えられる。

S003 (8-12) 羽ロ (11. 12)は外面が被熱によ号発泡し、 12は A部が黒色ガラス化する。共に内面には

通風孔が幾る。土餅器・須藤器 (8-10)から詳縦な時期を想定するのは難しく、概ね.>JL安時代であるe

SXOl (11-51) 土師器の然台綜(15-27)は、ほ，;<"全ての底部に糸切哩痕が残る。内面黒色の録台苦手 (29)

は、体部が急な角度で外方へ開く器形1:::特徴があるe 黒色土器の椀 (30)は、内外国に密なミガキが施吉

れ、黒色よ掃でも古い様格が認められる。時期は10世紀代と考えられる@器台 (31)は粘ょの輪積み痕が
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明瞭に残り、内外面には比熱による黒斑が認められる。柱状の高台 (32)は皿または績と考えられ、 11世

紀後半に比定される。鍋(36)は内面にはこげが付着するo 37は長腕雪量で、内外面に密なヨコナデが擁され、

タタキ調整は認められない。須恵緩には横瓶 (40)、大幾 (41 ・ 43)、盛 (42)、無台杯 (44~50) がありも

48の底部外面には「方」と読める遺書がある@との調査で出土した唯一の選望書土器である@珠洲焼の蜜(51)

も出土しており、 SXOIは官世紀から13世紀頃までの比較的IAい時間穏を持つことがわかる@

8X03 (13) 越前焼の大喪の体部(13)に簾状文の押印が見える。時期は13世紀と考えられるα

殻構外 (52-108) 古代の土師器 (53-57) ・須葱器 (58~85) が多い@自n立典型的な小泊鶏産の須藤器

鎮台坪で9世紀半ばのものであるa 他の須憲君量も、概ね自世紀代から1日世紀前半にかけての時期が考えら

れる岳 86~95は珠樹鋭で、 7は纏り日を持たない鉢、 88 ・ 90 ・ 91は揺り鉢であるo 91の摺り日は不規則に

施吉れており、 12世紀米頃に校横付けられるか。日告は唐津焼の碗である事犯は内iliH:::郵花火がある13世紀

の青磁碗である。 99~IO時は土銭でI03~IO容は一括で出土した。大きく欠損しており、一括廃棄されたも

のと考えちれる。 107は頁岩製の砥石で、 1自創立夫聖元年(1023)初鋳の北宋銭「天聖元安Jである。

柱根・杭(10事-122) 確実に柱根とわかるものは SP07(lll)、 SP28(120)、SP31(12l)、 SP35(122) 

の計4本あり、底部の加工が平坦なものの11固 121) と鋭角なもの(122)が見られる。 SP28・SP31固

SP351立、いずれもは01上薗から掘り込まれるピットという意味では河類だが、事主根に特なはつ与が行な

われる121・122とも自然木がそのまま利崩される12自との違いがあるe 杭は待期が新しいものも含めて、

SP06 (10自・110)、SP12(112)、SP13(113)、SP16(114)、SPl自(116)、SP21(117)、SP26(118)、SP27(11宮)

の計9本が確認され、いずれも先端部を 3-6方向から加工し尖らせる。

第V重量 まとめ

調査の結果、天王遺跡の主体となる時期は9!世紀から13世紀代であるととがわかった。とれは、北経道

の渡戸釈が機能し、 F繍中抄』にある同分寺の尼法光が布施屋を建てた時期と少なからず重なる。しかし

今回の講査では、それらを積極的に証明する遺構剛遺物は確認できなかったa また、従来替われてきた天

王濃跡の須恵器窯跡説は、灰原に伴うような議物が全く出土しなかったため弱くなったと言える。一方、

食機具や士銀、鍛冶の羽目等が出土したことで、古代の人々がこの地で生躍を伴う営みを繰り広げていた

ことが証明された。その観点に立っと、天王遺跡は近接するカノ尾繭遺跡・カ/尾北遺跡と共に、現在の

渡部集落の報形と見なすこともで曹る。また、!日洞選 SXOl埋没後に SP28・2自・ 31が概ち込まれる事実は、

中世にき重ってもとの場所が生活の場として機能していたこと垂示している@

識査を通じて遺構・遺物は2トレンチに多い傾向があ号、遺跡の中心は今回の調査地より南側、丘陵裾

部に近いととろに広がっていると考えられる。今後の課題として、遺跡における円商硯の存在価値を再考

言正したよで、発掘調査成果と合わせて改めて天王遺跡の性格を考える必要があるだろう。

著書考文献

駒形 敏豊百 四87;天二巨採集の円吉野硯iJr履き長第五号』分水膝歩会
軍事形 敏期 1988 c分水町の古代遺跡Jr新軍事県出盛史と民俗』駒形庭先生退磯霞急事業開会
問中 吟穂紛糾「北陸道渡戸釈に践する考察Jr町史併究分水』第4号分水町5駐車覇さん委員会
寺 泊 町凶器1r寺泊町史』資料編1原始・古代・中世
分 水 町 2004r分水町J!:J資料線1考古・古代暗中世
八重機由美子 2004 r遺跡分布から見る分水町的援史と古環境JI町史研究分水』第4号 分水町史編苫ん委員会
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図 版

凡例

1 遺構図・遺物園中のスクリーントーンは以下のものを示す。

遺構図:地 山~ 遺物包含層亡二ゴ

遺物園:黒色処理仁ゴ

2 遺物の番号と縮尺は、写真図版と図面図版とで統一しである。

3 土層の土色観察は、『新版標準土色帖 2003 年度版~ (農林水産省農林水産技術会議事務局

監修)を用いた。
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遺構分割図 (3)
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図版7 遺物実測図(1 ) 
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遺物実測図 (2)
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遺物実測図 (4) 図版10
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遺跡全景・基本層序・遺構写真(1) 図版12

遺跡全景(北から) 遺跡全景(西から)

1 T 28-1基本層序 1 T 6A-1基本層序

2T 28-3 m層包含層遺物出土状況(北西から) 2T 28-3 m層上面土錘出土状況(北東から)

2T SX01検出状況(北から) 2T SX01遺物出土状況(北から)



図版13 遺構写真 (2)

2T SX01完掘状況(北から) 2T SX01完掘状況(東から)

2T SX01セクション(東から) 1 T S003遺物出土状況(南東から)

1 T S001セクション・遺物出土状況(北東から) 2T S001セクション・遺物出土状況(南から)

1 T S002セクション・完掘状況(北東から) 2T SX02セクション・遺物出土状況(南西から)



遺構写真 (3) 図版14

2T SP06セクション(北東から) 2T SP07セクション(北から)

2T SP10・11・12・13・16セクション(北から) 2T SP19セクション(北東から)

2T SP26セクション(北西から) 2T SP28セクション(北から)

2T SP31セクション(北から) 2T SP35セクション(南西から)



図版15 完掘・作業風景写真

28付近完掘状況(北西から) 4A-5A付近完掘状況(北西から)

8A付近完掘状況(南東から) 遺跡見学会(平成23年6月19日)

表土除去作業 遺構発掘作業

遺物整理作業 調査に参加した皆さん



遺物写真(1 ) 図版16

4 
2 

14 

8 9 

15 

12 
11 

17 
19 20 21 

26 

28 

27 29 

32 

33 

34 

39 



図版17 遺物写真 (2)
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遺物写真 (3) 図版18
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